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研究成果の概要（和文）：本研究課題では，批判的思考力育成のための同期的・非同期的な複合

的ディスカッション環境の開発を目指した。3 年間の研究の結果，以下の 3 点を明らかにした。

まず，大学生の批判的思考力育成のためには，対面環境とインターネットなどの非同期環境を

用いた多様なディスカッション環境を提供することが有用であることであった。次に，Moodle
などの非同期ディスカッションプラットフォームの利用は，学生の非同期環境利用に対する効

用評価を高めるということであった。最後に，複合的なディスカッション環境の利用は，学生

の批判的思考態度を向上させるということであった。

研究成果の概要（英文）：This research task aimed at development of the complex discussion 
environment asynchronous and synchronous for critical thinking training. The following 
three points were clarified as a result of the research for three years. First, it was that it is 
useful to offer the various discussion environments which used facing environment and 
asynchronous environment, such as the Internet, for a college student's critical thinking 
power training. Next, I hear that use of asynchronous discussion platforms, such as Moodle, 
empowerment the usability evaluation to a student's asynchronous environment. At the 
conclusion, by using complex discussion environment empowerment the student's critical 
thinking attitude.
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１．研究開始当初の背景
研究開始当初は，本研究は，教育心理学にお
ける教授－学習過程に関する研究を背景と

して，批判的思考力育成に寄与する同期的・
非同期的ディスカッション環境の開発を目
的として構想された。
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本研究は，大学での授業において実際にプロ
グラムを展開していくにあたり次の 2つの柱
を立てる。第一の柱では，先行研究における
批判的思考の認知的構成要素に関する基礎
的研究によって得られた知見を踏まえて批
判的思考教育の効果測定に関する標準ツー
ルの開発を目指す。第二の柱では，大学の専
門教育における批判的思考力育成の支援を
目的とした同期的・非同期的な複合的ディス
カッション環境の開発を構想する。

２．研究の目的
第一に，先行研究における批判的思考の認

知的構成要素に関する基礎的研究によって
得られた知見を踏まえて批判的思考教育の
効果測定に関する標準ツールの開発を目指
すことであった。第二に，大学の専門教育に
おける批判的思考力育成の支援を目的とし
た，同期的・非同期的な複合的ディスカッシ
ョン環境の開発を構想することであった。

３．研究の方法
本研究は 3 年間の継続的研究により，批判

的思考の育成に有効な同期的・非同期的ディ
スカッション環境の構築に寄与する要因の
同定を目指すものである。本研究は，基本的
には先行研究の知見に基づきながらも本研
究のために開発した標準ツールやデバイス
を用いた開発研究という特徴を持つ。すなわ
ち，本研究の展開は，教育心理学的知見に基
づく標準ツールの開発に関する基礎的研究
と，プログラム・ロジックモデルに基づく教
育プログラムの開発と評価という実践的研
究の 2 つの側面により構成される。 

４．研究成果 

本研究課題では，批判的思考力育成のため

の同期的・非同期的な複合的ディスカッショ

ン環境の開発を目指した。3 年間の研究の結

果，以下の 3 点を明らかにした。まず，大学

生の批判的思考力育成のためには，対面環境

とインターネットなどの非同期環境を用い

た多様なディスカッション環境を提供する

ことが有用であることであった。次に，

Moodle などの非同期ディスカッションプラ

ットフォームの利用は，学生の非同期環境利

用に対する効用評価を高めるということで

あった。最後に，複合的なディスカッション

環境の利用は，学生の批判的思考態度を向上

させるということであった。

沖林(2011)は，CSCL と自己調整学習の関

係を理論的に検討した。読解中のモニタリン

グに関する研究は，これまでにも比較的多く

行われている。例えば大河内(2001)は，文章

内容の問題点を見出す(批判的に読む)ことを

読み手に求めた条件のほうが，単に他人に内

容を伝達することを求めた条件よりも，文章

内容の因果関係に関する吟味や，記述の不正

確さに関する根拠を伴う指摘など，モニタリ

ングを反映した疑問が生成される可能性が

高いという結果を得た。しかし，読解指導に

おいては，モニタリングに関わる検討だけで

はなく，読解による不協和として生成した疑

問を学習者自身によって解決するコントロ

ールに関わる指導も重要である。

理解のモニタリングとしての自己質問生

成と解決方策に関する読解指導プログラム

としては，相互教授法を挙げることが出来る。

相互教授法は，Brown ら (Brown, 1980; 
Brown & Palincsar, 1989; Markman, 1985; 
Palincsar, 1986; Palincsar & Brown, 1984)
によって研究・開発された読解指導法であり，

読解における「要約」「質問作り」「明瞭化」

「予測」の 4 つの方略の育成を目的としてい

る(Palincsar & Brown, 1984)。

Palincsar & Brown(1984)に基づくと，こ

のプログラムの基本的な手続きは以下のよ

うなものである。学習は，ひとりの教師と複

数の生徒により行われる。教師はまず生徒た

ちに読解方略の模範を示す。そして，自発的

な討論や上述の 4つの読解方略を必要とする

議論を含んだ対話を行い，教師と生徒は交互

にリードしながら文章を読み進めるという

練習を行う。練習後，教師はグループに文章

の一節を割り当て，一節ごとに 1 人の生徒を

リーダーに任命する。グループは割り当てら

れた一節を読む。一方，リーダーに任命され

た生徒は，その一節を「要約」し，テストで

聞かれそうな点について，互いに「質問作り」

を行ったり，難しい点を議論したりすること

を促す(「明瞭化」)。一方，聞き手役の生徒

は，リーダーが文章を説明したり明瞭化した

りするのを助ける役割を果たす。そして最後

には，その物語で次に何が起こるかを「予測」

する。このような手順で，どの生徒も交替で

リーダーとなって，文章内容を協力して理解

するというグループの共通の目標に取り組

む。

このような読解活動の中で，生徒たちには，

教師から当該の読解活動に関する様々な目

的が与えられている。例えば，リーダーは，

グループの理解を促進するフィードバック

を与えることを目的としている。一方，他の

生徒は，リーダーのフィードバックの要旨を

共有することを目的としている。このように，

生徒たちは，読みの過程で 4 つの読解方略に

関する個別の機能だけでなく，それらの目的

に応じた適切な使い分けも学ぶのである。以



上のような学習者間相互作用と非同期ディ

スカッションの有用性を指摘する研究とし

て，沖林(2011)などでは，CSCL を利用した

学習者間相互作用の有効性を示した研究を

紹介している。

一般に，インターネットを利用した学習を

e ラーニングと呼ぶが，e ラーニングには，

次のような特徴がある。まず，従来よりも大

幅に自由度の高い遠隔教育を可能にすると

いう点である。現在では，一般的な情報教室

が持つ環境でも，インターネットを利用して

国際間のコミュニケーションを図ることが

可能である。あるいは，宇宙飛行士がスペー

スシャトルで行っている実験を，地球に住む

われわれがほぼ同時的に見ることが可能で

ある。

自由度の高い遠隔教育と並ぶ e ラーニング

の特徴としては，コンピュータによる協調学

習の支援がある。この，コンピュータ支援に

よる協調学習を CSCL(Computer supported 
collaborative learning)と呼ぶ。CSCL には，

いくつかの実践例があるが，ここでは，べラ

イターとスカーダマリアが開発した「ナレッ

ジフォーラム」を紹介する。ナレッジフォー

ラムは，学習者みんなが書き込めるデータベ

ースとしての基本的な機能を備えている。す

なわち，学習者が自分の考えを書き込んだり，

互いに疑問に答えあったり，他人の考えにコ

メントをしたりするという作業である。また，

コメントを関連づけたり作図をしたりする

機能も備わっている。ナレッジフォーラムで

は，このような機能を利用して，複数の学習

者がいくつかのグループを形成し，それぞれ

異なるテーマに関する学習を進めていく。図

はナレッジフォーラムの取り組みのひとつ

で，ろうそくの燃焼過程に関する調べ学習に

おいて，上記の活動が行われていることが分

かる。

このようなナレッジフォーラムをはじめ

とする実践例の知見を踏まえて，森(2006)は，

CSCL による協調学習の長所として，次の 2
点を挙げている。まず，共通のテーマを追求

しているグループ間の協調学習が促進され

たことである。次に，学習者のグループの成

員は，互いに学習内容に関する他のグループ

の取り組みの内容についても互いに認識し

ていたということである。三宅(2003)は，ナ

レッジフォーラムの成果として，次の点を指

摘している。まず，ナレッジフォーラムを利

用したクラスの学生は，使用しなかったクラ

スの学生に比べて，読解力，語彙，つづりな

どの言語テストの成績が優位に高かったこ

とである。この傾向は，勉強があまり得意で

ないと考えられていた学生でむしろ顕著に

見られた。次に，ナレッジフォーラムを利用

し続けることにより，「新しく習うことにつ

いてうまく質問ができる」「友だちと協力し

て学ぶ習慣を身につけている」「自分の考え

を証拠立てたり，他人の考えにコメントした

りする力を身につけている」といった，自ら

学び考えるための自己効力感が高まったと

いうことである。

このように，コンピュータを利用した学習

は，単なる情報検索のための便利な道具とい

う枠組みを超えて，学習者の学習意欲の向上

に非常に有用なものとなっている。コンピュ

ータによる協調学習支援(CSCL)は，学習科学

の比較的新たな研究分野である。そこでは主

に，どのようにすればコンピュータの支援に

よって学習者がともに学ぶことができるよ

うになるかということに関する研究が行わ

れる。

以上のように，本研究期間を通して，同期

的ディスカッション環境と非同期的ディス

カッション環境を複合的に利用することが

大学生の批判的思考力や自己調整学習を促

進することを明らかとした。
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